
宜長 日各種におけるサイロキシン結合プ

レアルブミン(TBPA)の多型現象(=関す

る研究l)

田名部雄一 (岐阜大 ･袋)

群推動物の血祭サイロキシソ結合蛋白質は,サイロキ

シソ結介プレアルブミン(TBPA),アルブミソ,ポスト

アルプミソ.サイロキシソ結合グpブ1)ソ(TBG)であ

るoTBPAは盟長日のみに見出されるサイt,キシソ結合

丑的餌-Llあり,攻近 Alperら (1969)およびWeissら

(1971)に上り,アカゲザルおよびその近縁の Macaca

VlにおいてTBPAに多型現象が発見され,F塾,FS塾,

S租が7f-･-aL,これは1つの退伝子座上にある対立迫伝

-7-PAFおよび PASによって支配されていることを報

岱している｡本研究は霊長日各種についてこの TBPA

の多型呪攻な支配する迫伝子の頻度を調べ,唖間の関係

ならびに池化の道程を明らかにしようとした｡

方 琴

採収した此掛ま-20oCに冷凍保存し,試駅前に溶かし

て11]いた｡血焚100mlあたり5-10JLgの131Ⅰ標識サ

イpキシソな添加して,セルp-スアIt=テ～トおよびア

ガF'-スゲル脱花曳泳動を行なった検,X線フィルムを
あててそのラジオオートグラムにより,サイpキシソ結

介iI壬山Ttの'Ll-･在な調べた｡この方法では,TBPAのPAF

/I'̂Fおよび PAF/PASは同定出来るが,PAS/PASは

全くTJIPAな欠くものと同じくアルブミソと一緒に出

てくるのC同定{.きない｡そこ･C･PAS/PASの個体には

釈放管rllCPAP/PAFの血祭を混じて泳動するとへテt,

物TtをLLiじ.PAP/PASのものと同じ像を示すことから

rh】光三した｡

成 紙

ツ.り など原払拭およびオマキザル ･チiウベイクモ

ザル ･り-I)ィモソキーを含むオマキザル析 (新世界ザ

ル)には,TBGは認められるが TBPAは認められな

いo

MacaEa屈巾.アカゲザル ･ポソネットザル･カニク

イザル･タイワソザルには TBPAに多型現象が認めら

れ,池伝IT･叔皮は一般にPAFが高かった (第1表).ニ

ホソザル ･ヤクザルのTBPAは,すべてS型でPASの

迫伝-7･組成は1.0である｡TBPAの多型現象はス-ティ
マソガベイやマソドリルにおいても認められた｡

テナガザル ･オラソウータソ･チソ′くソジーを含むWl

人ぢ主ならびにヒトでは,TBPAはすべてF型{･PAFの

I)四名fm雄一･小川正孝 ･野沢謙 :霊長日各種におけ

るサイロキシソ結合ブレアルプミソ (TBPA)の多
型現象に関する研究｡第17回ブ1)マーチス研究会.

第1義 霊長日各種血祭の TBPAの迫伝子頻皮 .

種 例数
迫伝子頻度

PAP PAS

ヒ ト 29 1.㈱ 0.000

1.∝沿 0.(X氾

1.000 0.0(泊

1.(X氾 0.(X氾

1.αX) 0.0∝I

0.500 0.500

1.α氾 0.(X沿

0.∝氾 1.0α)

0.(X氾 1.000

1.α泊 0.000

1.(氾0 0.∝沿

0.854 0.146

0･841 0.1甲

0.500 0.5∝1

0.893 0.107

0.0α) 1.000

1.000 0.000

1.0α) 0.(X氾

1.0α) 0.0α)

チソバシ′ジー 2

オラソウータソ 1

クロテナガザル~ 4

ツPテナガザル 16

マ ソ ド リル 1

マ ソ ト ヒ ヒ 3

ニ ホ ソ ザ ル 716

ヤ ク ザ ル 57

べニガオザル 11

ブ タ オ ザ ル 10

タイワソザル 41

ア カ ゲ ザ ル 116

ポソネットザル 7

カニクイザル 70

ス～ティマソガベイ 1

バ ク ス ザ ル 2

ブルーモソキー 1

サパソナモソキー 1

迫伝子頻度は1.0である｡

以上のことから望長日のすべての税は,サイロキシソ

結合蛋白質 として TBGおよびアルブミソな持つが,

TBPAは高度に進化したCercopithecoidsおよびHomi･

noideaにのみ存在することが知られ,Cercopithecines

に属する多くの種に TBPAの多型現象が認められるこ

とが知られた｡

光がリスザルの CircadianRllythm に

およぽす影響2)

'平井 直樹 (杏林大 ･医)

多くの生物体は,地球の自転に伴った24時間の周期を

もつ環境におかれている｡そして,生物作の生理機伐も

約24時間のリズムcircadianrhythmをもって活動してい

ることが知られている｡このリズムが内囚性のものか外

因性のものであるかは問題は残っているが,今日では生

物体のもつ固有のリズムを地球の日掛こ同期した外界の

刺放･同期化因子が正確に24時間の.)ズムに祁正してお

り,特にその因子の中でも光が最も重要であると考えら

れている｡

2)登倉尋実 (京大 ･霊長研)との共同研究.
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実験動物を邪 ､て塗理秩能の測定を行なう際をこ嘗それ

らのもつ固有の リズムとともをこ環境条件の影響な考えな

ければならないO

そこで, リスザルを用いて活動最を指標として,光が

eiiふend主n王日毎 thmにいかに影静な及ぼすかな調べたO

方 法

二i'､輔.∴ ･ヽZl:"･;r･;･､.il/r'tい -L･:ii,i･t朴 ､_■ .''/.~ .

ほ2本のiLり木を渡しマイクロスイッチ2個を鋸 すけ,

被験体が前後左右に動 くことにより()桝,f拍ミ操作され,

それをペソ繋き記録 汁及び積算計に連動させた｡櫓欝計

は10分毎のoiH,fiのPr数,すなわや浦 動殴な酢 をこするO

櫓明は各ケ-ジ L5Ocmの師 ことりつけられた蟹光灯で

タイムスウ 首ヅ祭によりを至言動的をこ臼1りかえられるように

したC,

結果及び考察

1) リスザルにおいては,光の点滅すなわち同期化因
子がない状態 し第 i図;注.亘では活動のeireをIdianr毎tiim

ほfreC-runn主将rとなる ol日中暗状態 (第3圃a)では

i周期が三'A矧言責律扮 となり,続けて弓鋸失態にすると2周

首とOuT
2号

⊥ 巨 三 三 三二 二 三

鮮 1図 諸 条 件 lr毒′こお け る リスザルの活動 リズム

鮮碧甑 L D-20 4のときの活動を蔓左の巨消 分布｡
10分間毎の活動i表をS鋸等言掩 平均でrl､して
,;､､:二･

瀕撞をの過渡鋸 失態を経で,24時間08分とな り明状態の方

が短い周期を示したO

か 活動時間帯は明状態の時の方が長い橡向紅ある0

3") 以 Lの結果は J･Asch()ffの提唱する cireadia!i

nik に適合している｡

須 次をこ,同期化因子として光を声削 ､た場脅すなか)戟

32時開明状態,12時間暗状態にしたとき 〔第1図e)点

灯と同時に活動を 開始し, 消灯とともに 軌 LLた｡ 更

に,20時間明,4時間鴨状態にい ことき (舞幻郭 も,

光の点滅に --致した活動の変化があら｡われでいる0

-3スザルの 活動の 1)ズふほ JRi実機 状態 にお くと,

free-run呈血鍔という固有の屯のと思われるリズムを表わ

す｡しかし,この リズムはjJ二的な光のサイクルによっ

て容易に剛 歩きさせられる｡すな藷フ態†光が鞘 羽化因子と

して有効であることがわかった｡

5) 実験動物をf削 ､て各機8滴を機標の勘]<jリズム,ii-:.

常値な測麗する際,照叛雛も潤獲 一変にすることが人二g二的

プ即那斯ヒ因 fことなり,経鋼 勺に安定した値が得られる可

鮭性を示唆するもujと思われるが,更に検討が必要と考
-A /

サル脊髄における腰･仙髄前角運動細胞

の分布に関する研究l

秋鹿 祐輔 (妓 牡 大 串医)

サル幣脊髄の腰膨大狛 こおける前角運動細1鋼 で,それ

らが交配する筋との対応の匂うよこで分類する試みの--堺と

して,前年度はヤクニホンザル〔Macacaj滋scata),,aゑui)

を熟 ､大腿伸筋覇を支配する運動細泡について,末梢神

経郷断をこよる運動細胞の逆行柊変性ゼ再旨標として検索し

たC,

今年度は,大腿街ミ燐群敏文配するN.FTexOreSferrlOris

こ~∴.い _..~･'l'L't-∴:'., ･tl.Ll.-.i-:I.･!.1､.㌧∴;.二㌧ ト .

;:ニL-.:-HTLL .lJ∴Jい ･-Lr'I:'L-1が･こ .ll.･･;tJ!,/:I".打､

雄健 (MZX戯m〕2頭 (i8,1等), 大殿筋を支配する

＼pHIlt.･1./LT,1日~i川..~p-い.∴11.:-L､tl,.I.･l･損 ナ∴ 肖り.ii

澄ヤクこかソザルなもちいて検索した N.femoraiisかこ

ついてタイワソザル1頭 (a),MixIW7tai頭 (守)を

J鋸 ､て検索した｡

今抑 £この うち とくに タイワソザル の N.frexorそ三S

ぎem桝主Sについての結果を報告する｡

3頭のjjイワンザルの右側の N.f一ex()resfem桝is恕

坐骨結節の外鰍 ご切断し,10-15日後にサルな殺し曹髄

ま)第78rLlは 本解剖学会総会で発表O釈放祐輔 :タイTj

ソザルの N｡freXnreSfemOris起始細胞の脊髄齢 弓

における分布O解剖誌48(1),57,19730
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